
飯
田
下
伊
那
関
連
の
戦

後
の
出
版
物
を
見
て
い
る

と
、
そ
の
発
行
所
に
冬
至

書
房
、
発
行
者
は
中
島
善

弥
と
い
う
名
前
を
よ
く
見

か
け
る
。
す
な
わ
ち
、
岸

田
國
士
『
序
文
』（
１
９
４

６
）、矢
高
行
路
『
山
寺
先

生

今
往
来
風
異
聞
』（
１

９
５
８
）、日
夏
耿
之
介
の

『
詩
集

呪
文
』（
１
９
６

５
）、岡
村
二
一
『
詩
集

幻
想
君
臨

復
刻
版
』（
１

９
７
２
）、久
保
田
正
文

『
冬
の
ラ
ン
プ
』（
１
９
７

２
）
ほ
か
、
個
人
の
俳
句

集
も
多
い
。

お
そ
ら
く
、
中
島
善
弥

と
い
う
冬
至
書
房
の
代
表

者
が
飯
田
下
伊
那
に
関
係

の
あ
る
人
に
ち
が
い
な
い

と
思
っ
て
い
た
ら
、
日
夏

の
戦
後
直
後
に
寄
稿
し
た

詩
篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

『
南
信
月
刊
』
１
号
（
１

９
４
５
年
１
月
）
や
、
や

は
り
日
夏
の
序
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
『
白
蝶

林

梅
翁
詩
集
』（
１
９
４
７
）

を
相
次
い
で
読
む
機
会
が

あ
り
、
奥
付
が
ま
さ
に

「
冬
至
書
房
・
中
島
善

弥
」
の
名
前
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
気
に
な
っ
て
読

ん
で
み
た
、
文
芸
評
論
家

で
日
本
文
芸
家
協
会
理
事

な
ど
を
つ
と
め
た
久
保
田

正
文
『
冬
の
ラ
ン
プ
』「
あ

と
が
き
」
に
は
、
驚
い
た

こ
と
に
、
飯
田
市
鈴
加
町

の
久
保
田
正
文
の
生
家
の

２
階
が
最
初
の
冬
至
書
房

の
事
務
所
だ
っ
た
と
あ

る
。
久
保
田
の
回
想
を
参

考
に
、
冬
至
書
房
や
中
島

善
弥
の
動
向
を
み
て
み
る

と
、
以
下
の
よ
う
な
経
緯

が
推
測
で
き
た
。

…
昭
和
２１
年
秋
に
鈴
加

町
の
久
保
田
の
生
家
の
２

階
を
事
務
所
に
「
冬
至
書

房
」
を
創
業
。
社
名
は
国

文
学
者
の
久
保
田
正
文
と

演
劇
の
岸
田
國
士
で
あ
る

と
現
在
の
会
社
案
内
（
Ｈ

Ｐ
）
に
あ
る
が
、
久
保
田

に
よ
る
と
久
保
田
と
中
川

と
い
う
友
人
が
起
業
し
よ

う
と
し
た
出
版
社
の
名
前

を
譲
り
受
け
た
と
あ
る
。

中
島
自
身
が
、
岸
田
國
士

な
ど
の
評
論
を
書
い
た
こ

と
は
事
実（『
南
信
月
刊
』

１
号
）
で
、
の
ち
に
探
し

当
て
た
中
島
の
生
家
桐
林

の
係
累
（
甥
）
に
聞
け
ば

小
説
家
志
望
だ
っ
た
と
い

う
が
、
岸
田
が
ど
う
社
名

に
絡
ん
で
い
る
の
か
は
不

明
で
あ
る
。

既
述
の
鈴
加
町
の
事
務

所
は
、
昭
和
２２
年
４
月
の

飯
田
の
大
火
で
焼
け
て
、

羽
根
垣
外
に
う
つ
り
事
業

を
続
け
た
が
、
昭
和
２９

（
１
９
５
４
）
年
に
は
東

京
に
進
出
し
た
よ
う
だ
。

文
学
関
係
の
人
脈
を
生
か

し
、
室
生
犀
星
を
は
じ
め

と
し
て
近
代
詩
上
、
幾
多

の
名
詩
集
を
手
掛

け
、
ま
た
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
三
代

に
わ
た
る
叙
情
詩
の

名
作
を
『
近
代
文
芸

詩
誌
復
刻
版
』
と
し

て
刊
行
し
、
学
者
・

研
究
者
・
愛
好
家
に

多
く
の
支
持
者
を
得

た
。
代
表
的
な
刊
行

物
は
『
上
田
敏
全

集
』（
全
１０
巻
）。ま

た
、
近
代
短
歌
の
主

要
雑
誌
で
あ
る
『
ア

ラ
ラ
ギ
』
の
創
刊
号

か
ら
の
復
刻
事
業
は
、
約

１０
年
の
歳
月
を
か
け
て
完

成
さ
せ
た
、
と
、
現
在
の

冬
至
書
房
の
Ｈ
Ｐ
に
は
あ

る
。中

島
善
弥
は
飯
田
市
桐

林
の
出
身
、
久
保
田
の
生

家
に
間
借
り
し
た
時
は
疎

開
で
飯
田
市
に
戻
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
彼
の
夢
は

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

か
、
現
在
も
続
い
て
い
る

冬
至
書
房
で
は
「
中
島
氏

は
創
業
者
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
早
々
に
体
調
を
崩
し

て
、
実
際
に
冬
至
書
房
を

運
営
し
て
い
た
の
は
か
な

り
短
い
期
間
だ
っ
た
ら
し

い
」
と
い
う
…

前
掲
、
久
保
田
正
文
の

『
冬
の
ポ
プ
ラ
』（
昭
和
４７

年
）
に
中
島
善
弥
が
刊
行

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
頃

ま
で
は
元
気
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
出
版
界
の
事
情

を
熟
知
し
て
い
る
同
郷
出

身
の
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
塩
沢
実
信
は
幼
少
の
頃

の
中
島
の
記
憶
は
あ
る

が
、
出
版
人
と
し
て
の
付

き
合
い
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
純
文
学
畑
で
、
地
道

に
少
部
数
の
出
版
物
を
扱

う
出
版
社
で
あ
っ
た
の

で
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
対

象
と
し
た
塩
沢
の
調
査
の

網
に
漏
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
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中央、和服姿が善弥

冬至書房刊の本（ＭＳＣ蔵）
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